
　北澤豪さんの講演会をお
聴きして特に印象に残った
ことは「自分の夢を大きな
声で叫ぶことで責任を持っ
て行動できるようになるこ
と」と「後悔しないために
努力すること」です。私も
自分の夢の実現のため、改
めて頑張ろうと思いました。

（３ー９　増田 龍之）

　講演では「技術だけ努力するのではなく、心も作り上げないと本番で失敗する。」という言葉が心に残った。そして自分が成長するために、周囲の協力が大切だということに気付いた。これからはもっと感謝の気持ちを表していきたい。　　（２ー２　川北 美礼）

　講演を通
じて、「何

のた

め、どのよ
うな気持ち

で物

事に取り組
むべきか」

を学

びました。
目標は具体

化し、

どのような
行動を取る

べき

か考え、そ
して、失敗

した

ときこそ前
向きな姿勢

で行

動し、何度
も乗り越え

るこ

とで「ふれ
幅の大きい

」人

になりたい
です。

（１ー８　
長谷川 奈々

）

サッカー元日本代表。東京ヴェル
ディでプレーし、2003年に引退。
現役時代からボランティア活動に
も積極的に取り組み、04年、Jリー
ガーでは初の日本サッカー協会国
際委員に就任。現在は、日本テレ
ビ系NEWS ZEROなどに出演中。 
JICA オフィシャルサポーターと
してサッカーの発展・普及に努め
ている。
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　11 月 11 日（火）にサッカー元日本代表の北澤豪氏をお招きして教
育講演会が催された。午前は「世界の子どもたちの顔と一流選手の練
習への取り組み方」、午後は「『自分流リーダーシップ』がチームを変
える」という演題の下、北澤氏のプロ生活や引退後の活動エピソード
について聴くことができた。生徒も一緒に舞台にあがるなど参加型の
講演に、みな関心を持って聞いていた。東高生にとっても自分を振り
返る良い機会となったのではないか。生徒に感想を聞いた。

　

あ
お
ば
組
は
、
二
学
期
に
な

る
と
小
学
校
の
運
動
会
に
参
加

し
、就
学
児
健
康
診
断
を
受
け
、

進
学
へ
の
準
備
を
始
め
ま
す
。

本
園
で
も
十
月
末
に
小
学
生
と

の
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
、
園
庭
で
は
、

ヘ
ビ
じ
ゃ
ん
け
ん
・
だ
る
ま
さ

ん
が
こ
ろ
ん
だ
・
ド
ッ
ジ
ボ
ー

ル
な
ど
で
、
室
内
で
は
、
フ
ル

ー
ツ
バ
ス
ケ
ッ
ト
・
か
る
た
取

り
な
ど
で
一
緒
に
遊
び
ま
し

た
。
ま
た
絵
本
や
紙
芝
居
の
読

み
聞
か
せ
も
一
緒
に
聞
き
ま
し

た
。
最
後
に
は
、
運
動
会
の
ダ

ン
ス
を
見
せ
合
い
、
楽
し
い
一

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
給
食
セ
ン
タ
ー
に

も
行
き
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
で

は
給
食
を
作
っ
て
い
る
様
子
を

見
学
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

は
、
大
鍋
を
巨
大
な
お
た
ま
や

し
ゃ
も
じ
で
か
き
混
ぜ
る
様
子

に
釘
づ
け
で
し
た
。
そ
の
後
、

小
学
生
と
同
じ
よ
う
に
、
給
食

を
食
べ
ま
し
た
。

　

三
学
期
は
、
地
域
の
小
学
校

で
の
授
業
参
観
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
就
学
に
期
待
を
も
ち
な

が
ら
、
残
り
少
な
い
園
生
活
を

充
実
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。

　
第
五
五
期
生
徒
会
長
の
廣
瀨
智
也
で
す
。

　
私
た
ち
は
先
輩
か
ら
受
け
継
い
だ
生
徒
会
の

伝
統
を
さ
ら
に
良
い
も
の
に
す
る
た
め
、
後
輩

と
共
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
清
掃
や
交

通
安
全
等
に
も
力
を
入
れ
、
一
人
ひ
と
り
が
よ

り
良
い
学
園
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
励
ん
で
い
ま
す
。
新
生
徒
会
が
発
足
し
て
日

が
浅
く
、
ま
だ
ま
だ
ご
期
待
に
添
え
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
日
々
一
丸
と
な
っ
て
尽
力
し

て
い
き
、
必
ず
や
全
校
生
徒
が
東
高
校
で
良
か

っ
た
と
思
え
る
学
園
に
し
て
い
き
ま
す
の
で
第

五
五
期
生
徒
会
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　(

二
の
一
貫
一
　
廣
瀨	

智
也)

役職 氏　名 クラス
会　長 廣瀨　智也 2－ I１

副会長 飯野　太良 2－２
塚越　惠太 1－ I３

書記局長 小暮　桃子 1－ I３
会計正 長滝　貴哉 2－ I２
会計副 富田　　葵 1－３
監査正 岡泉ほの香 2－ I３
監査副 小田川瑞穂 1－１
保健正 金井塚佳奈子 2－ I２
保健副 伊藤妃奈子 1－ I３
図書正 土屋菜々子 2－ I２
図書副 武富　　創 1－ 11
文化正 堀越　日葵 2－ I２
文化副 荻野　珠貴 1－ I３
体育正 島嵜　祐也 2－10
体育副 川久保昌宗 1－９
美化正 原口　莉奈 2－４
美化副 熊田　幸作 1－７
情報正 柚山　博紀 2－10
情報副 伊藤　颯斗 1－４

　
落
語
鑑
賞
の
印
象
は
二
点

あ
り
ま
す
。
一
点
は
、
紙
切

り
師
の
持
つ
小
技
で
す
。
特

に
お
客
さ
ん
か
ら
お
題
を
も

ら
う
即
興
切
り
絵
に
は
感
動

し
ま
し
た
。
二
点
目
は
、
お

客
さ
ん
の
年
代
層
に
合
わ
せ

て
話
す
落
語
家
の
話
術
で
す
。

私
た
ち
に
も
わ
か
り
や
す
く
、

鑑
賞
前
の
「
落
語
は
堅
い
」

と
い
う
印
象
が
大
き
く
変
わ

り
ま
し
た
。

（
一
の
九
　
松
原 

達
郎
）

　
十
月
一
日
（
水
）
か
ら
三

日
（
金
）
に
か
け
て
、
高
校

一
年
生
の
校
外
研
修
が
実
施

さ
れ
た
。
生
徒
た
ち
は
浅
草

演
芸
ホ
ー
ル
に
て
落
語
を
鑑

賞
し
た
後
、
浅
草
寺
な
ど
の

浅
草
周
辺
を
散
策
し
、
下
町

特
有
の
文
化
を
満
喫
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
落
語
鑑
賞
で

は
漫
談
、
切
り
絵
、
曲
芸
な

ど
様
々
な
伝
統
芸
能
と
触
れ

合
い
、
新
た
な
価
値
観
を
育

む
貴
重
な
一
日
と
な
っ
た
。


